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小泉親昂

鎌倉市の財政について

１　地方財政のながれ

　　国の財政危機の影響　・・減税補填、臨時財政対策
　　交付税の減少が地方に与える影響が大きい

　　バブル崩壊後の経済政策の影響

　　三位一体改革で財政自主権はどうなってきたか

２　鎌倉市の財政の仕組み

　　単年度予算主義である。

予算はどう作られるのか、

市の財政の市民への公開は（概算要求額が公開されている）

市の予算は一般会計と特別会計に分けられる。
　　特別会計も大きく分けて３種類（介護・医療系、下水道、その他）
　　鎌倉の財政は安定していたがここ数年急激に悪化している
３　財政指標から見る鎌倉市の財政状況

　　１７年度決算からみると・・・決算カードを見る

　　総務省作成の資料から

　　県の作成の資料から（県内の市町村との比較が出来る）
４　これからの財政見通しは

　　歳入は　国の財政改革、税制改革で不確定（税率のフラット化など）
　　　　　　現行制度で考えると個人市民税ののびはあまり期待できない

　　　　　　（高齢化と所得の伸びの減少）

法人関係はあまり期待できない

　　　　　　補助・交付金は減少の方向

　　　　　　起債は減少させないと後年度負担が増える（特に赤字債）
　　歳出は　人件費は退職金の支払いが大きい部分を占めるが数年後には安定
　　　　　　介護、高齢者医療等負担が増える

　　　　　　公債費ほぼ横ばいで進む（これ以上の起債をしなければ）

　　　　　　　　　　　　
